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量混 ず る部分あ う。(詳 細附圖参照)

3ア カマツ群叢

本群叢は アカマ ツの純林 ような るものにして 西下面方面の山頂 叉は低 地の岩石地

帯に散在しその面積は著 しか らず。(附 圖参照)

4モ ンゴリナラ群叢

本 群叢は最 も分布廣 く通常海抜1000米 以上1400米 以下の尾根筋 に分布す るも特

に西下面方面 に於て発達 良好 な う。モ ンゴリナ ラを優勢木 とし林下 にはエゾヤマハ

ギ最 も優勢 な る型 な う。(附 圖参 照)

5ド ロ、エゾノ ダケカンバ、マンシウシラカバ、アムールシナ ノキ・ヤチ ダモ等

を主とする群叢

本群叢は通常中高地以下の澤通 りの森林 を形成 し その構造は極 めて複雑 にして 明

瞭 な らず。 又安定せ る群落 にあ らす、群落の更行 と共に樺 、 ドロの類 は滑失の運命

にあ るものにして最後迄残存する種類 は恐 らく イタヤカヘデ、 アムールシナノキ、

ヤチダ モ等の比較的好蔭性の喬木類な るべ し。

四 、 分 布 上 注 意 す べ き植 物 及 新 植 物

Salix thaymasta Kimura ミ ヤ コ ヤ ナ ギ

本種はIg26年 木村有香氏 に より登表せ られた る柳に してtypeは 京都附近なり 。

今本種 を北鮮地方に見出 し尤 るは分布上注 目す るに値す。 低地の河原 にタイリク キ

ヌヤナギ、 テウセンヲノヘヤナギ等 と混生 し稀 な う。(本 種の鑑定は木村有香氏 に依

る)。

Sedum  Selskianum Regel et Maack ケキ リンサウ(新 樗)

從來満洲には知 られた るも朝鮮 には新登見の キリンサウの一種 にして 全株毛茸 を

有す るを特徴 とす。低地 の岩石地帯 に生 じ稀 な り。

 Caltha natans Pallas ヒ メ ヱ ン コ ウ サ ウ

本種 も從來満洲 迄は知 られたるも本邦領土にては初登見な り。 低地の河 中に生 じ

稀 な う。

 Sambucus barbineƒ‹is Nakai ア ム ー一ル ニ ハ ト コ



從來アムール 、満洲 には知 られたるも朝鮮には記録せ られたるを聞かす。 葉 は披

針形 を呈 し一年枝、葉柄、葉裏特に脈腋 に洛 ひ開出毛多 し。

Lonicera chrysantha var. glabrescens Hatusima ケナ シネ ム ロブ シダ マ(新 稻)

花 梗はネムロブシダ マに比 し精 々細 く、短 く長 さ1-1.5cm位 に むて基本種 に近 き

も全株毛茸少 く殊に花梗・葉の表面は殆ん ど無毛 にして 精光澤あ るを異 にす。

低 地の河眸に生 じ稀 な り。

Poa Hatushimae Ohwi, sp. nov. ホク セ ンイチ ゴ ツナ ギ(新 稻1)

全株梢々軟質平滑なる一種にして大井次三郎氏鑑定の結果新種なる事到明せう。

Cypripedium macranthum var.  leucanthum Hatusima シ ロバ ナ ホ テ イ ア ツ

モ リ(新 稻)

ホテ イ ァツ毛り の 白花 品 な り。

Ribes glabellum Hedlund カ ラッ トスグ リ

シペ リア地方 に分布するスグ リの一種 にて 從來本邦 にては 樺太 に知 られた るのみ

な り。

五、演習林産植物数の統計

a.系 統分類上の統計

今演習林産植物の系統分類上の統計を示せぱ次表の如し。


